
  

 

令 和 ６ 年 度 事 業 計 画 

 

新型コロナウイルス感染症の感染症分類が令和５年５月から二類相当から五

類に変更となり、落ち込んでいた経済活動が持ち直してきているところですが、

ロシアによるウクライナ侵攻やイスラエルとハマスの紛争などによる中東情勢

の不安定により、日本経済に大きな影響をもたらしている物価上昇や物流コスト

増、原油価格の高騰というエネルギー問題も課題となっているところです。 

そのような中、当協会の目的である防火思想と火災予防の徹底を図り、災害に

よる被害を防止し、人命の安全に寄与することを目的に各種事業を展開してまい

ります。 

また、年初には令和６年能登半島地震が発生し北陸地方に甚大な被害をもたら

しており、今後、首都直下地震や南海トラフ地震など更に大きな地震の発生が危

惧される中、当協会におきましては、事業所及び地域住民の防火・防災意識の向

上を図るとともに、各種災害に備え研修会を計画するなど、消防本部及び防災関

係団体等と連携を図り、引き続き「災害に強く安全で安心して暮らせるまちづく

り」をモットーに次に掲げる事業を推進してまいりますので、会員皆様のご支援

ご協力をお願い申し上げます。 

 

１ 火災予防等普及事業 

⑴ 春及び秋の火災予防運動期間中に各事業所や市内各地に防火ポスターを

掲示、横断幕及び懸垂幕を掲出して火災予防運動を広く周知します。 

⑵ 住宅用火災警報器の未設置世帯への設置とともに、既に設置されている住

宅に対する適正な維持管理や交換の時期などについて呼びかけていきます。 

⑶ 大切な人命を守るために行う応急手当の普及活動を支援します。 

⑷ ８月 30 日から９月５日の防災週間中に赤ちゃんが誕生した家庭に消火器

をプレゼントします。 

⑸ 令和６年度Ｉのまちいなぎ市民まつりでの防災物品の廉価販売、令和６年

度稲城市防災訓練、稲城市消防出初式等に参加協力して防火・防災意識の向

上に努めます。 

 ⑹ 各種イベントや事業所での防火防災ＰＲ用として購入したミニ消防車と

催物期間中に準備する消火器の貸し出しを行います。 

 ⑺ 放火火災対策、山火事予防対策として公園等に火災予防の立て看板を設置

及び更新します。 

２ 防災関係団体等との連携及び支援、補助事業 

各種災害対策に対応する消防団組織の充実強化に対して協力するとともに、

防災関係団体等との連携強化を図るとともに、稲城市女性防火クラブ及び少年

消防クラブ等の活動の支援を行います。 

３ 防火・防災に関する研修会  

  防火管理者・危険物取扱者等実務研修会及び視察研修会を開催します。 

４ ホームページを活用した情報提供  

ホームページに当協会事業内容及び防火・防災情報等を広く提供します。 

 



  

 

５ 当協会上申による表彰関係 

当協会の目的を達成するために、功労のあった個人又は団体を表彰します。 

６ 会員の拡大 

  円滑な事業運営の推進や市内事業所の防火・防災意識の向上を目指すため、

市内事業所等の新規会員拡大を重点目標とします。 


